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地歴公民(世界史)    大阪大学 文学部 （前期）     １／２ 

＜全体分析＞ 試験時間  90  分 

解答形式 

記述空所・記号設問・記号正誤・論述 

分量・難易（前年比較） 

分量（減少・やや減少・変化なし・やや増加・増加） 

難易（易化・やや易化・変化なし・やや難化・難化） 

大問数は昨年の２題から３題に増加し，論述の総字数も740字から900字に増加した。 

 

出題の特徴や昨年との変更点 

昨年に続いて資料・図版を使用した問題が出題されたが，昨年出題された表・グラフを使用した問題は出

題されなかった。 

昨年は出題されなかった，短文の下線部の正誤を判定する問題が出題された。 

その他トピックス 

昨年はすべて外国語学部と共通問題であったが，本年は大問３題のうち１題が外国語学部と別の問題にな

った。 

＜大問分析＞ 

番号 出題形式 出題分野･テーマ コメント（設問内容・答案作成上のポイントなど） 難易度 

（Ⅰ） 記述空所 

記号設問 

論述 

中世初期のヨーロ

ッパ 

（資料使用） 

問１ 資料中の空欄に当てはまる人物名を答える問

題。Ａは「ゴート人」「イタリアに進軍して，オドア

ケルを攻撃」からテオドリック大王と判断できる。Ｂ

は，教皇がローマ皇帝の戴冠を行っており，オットー

１世と迷うかもしれないが，問５の問題文中に，この

戴冠が「西ヨーロッパでローマ゠カトリックを中心と

する新たな文化圏が成立する画期となった」とあるの

でカール大帝と判断できる。 

問２ 資料中の「皇帝」と「教皇」の正しい組合せを

選ぶ問題。皇帝の名は知らなくても，資料中のＢがカ

ール大帝であることがわかれば，教皇はレオ３世とわ

かり，選択肢から正解を導き出せる。 

問３ ゴート人が黒海北岸からパンノニアに移住し

た経緯を説明する問題。ゲルマン人大移動のきっかけ

となったフン人の西進と，東ゴート人の移動を説明す

ればよい。 

50字程度。 

問４ イベリア半島で前３世紀から資料１の時期に

かけて生じた支配勢力の変遷を説明する問題。資料１

の時期を５世紀と判断しなければならない。 

100字程度。 

問５ 教皇がカール大帝の戴冠を行った理由を，資料

１の５世紀からカール戴冠までの間にヨーロッパで

生じた政治と宗教の動きから説明する問題。クローヴ

ィスの改宗以来のローマ教会とフランク王国との提

携から書き始めればよい。 

150字程度。 

標準 
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２／２ 

（Ⅱ） 記号正誤 

論述 

世界図に見るヨー

ロッパと日本の情

報交換の歴史 

（図版使用） 

問１ 世界図が作製された地域について述べた短文

の下線部の正誤を判定する問題。ハンムラビ法典がア

ッカド語で記されていたという知識は，受験生には難

しいが，消去法で解答できる。 

問２ ヨーロッパで 14 世紀から 17 世紀に世界図の

変化が見られた背景について述べた短文から，適切な

ものを選ぶ問題。選択肢の文に記された内容の正誤を

判定するのは難しい。 

問３ 日本で 18 世紀から 19 世紀に世界図の変化が

見られた背景について述べた短文から，適切でないも

のを選ぶ問題。 

問４ ６枚の世界図から読み取れるヨーロッパと日

本の情報交換の歴史について説明する問題。図１～図

６の解説や問１～問３の内容をどれだけ踏まえて書

けるかがポイント。 

200字程度。 

やや難 

（Ⅲ） 論述 第一次世界大戦後

の国際秩序 

（資料使用） 

問１ ケロッグ゠ブリアン条約締結に至ったヨーロ

ッパにおける歴史的背景と，この条約が軽視された理

由を国際連盟と関連づけて説明する問題。締結の背景

としてはドイツの賠償問題の推移と国際協調の機運

の高まり，軽視された理由としては国際連盟の欠陥に

ついて述べればよい。 

200字程度。 

問２ 第一次世界大戦から第二次世界大戦の間の時

期の侵略戦争と，それに対して国際連盟が機能しなか

った経緯を説明する問題。下線部①と下線部②に類似

する事例が求められているが，下線部①の南アメリカ

の事例は難しいので，下線部②に類似した事例である

イタリアのエチオピア侵略について書けばよい。 

200字程度。 

やや難 

※難易度は５段階「易・やや易・標準・やや難・難」で、当該大学の全統模試入試ランキングを基準として判断し

ています。 

＜学習対策＞ 

 近年の傾向として資料・図版や表・グラフなどが使用されており，戸惑うかもしれないが，問われている

のは教科書をしっかり学習していれば十分対応できる内容である。ただ，そのためには資料が何を述べてい

るのかを読み取る国語力，図版や表などから得られる情報と歴史的知識を総合して考える力が必要である。

出題地域はアジア・欧米と幅広く，時代的にも古代から現代に及ぶので，教科書中心の丁寧な学習を心がけ

たい。本年は出題されなかったが，手薄になりがちな東南アジア史・内陸アジア史・戦後史もしばしば出題

されるので，おろそかにしないこと。論述問題については，過去問を参考にして充分に練習しておこう。 

 


